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乳汁からの抗酸菌分離と乳房炎の関連 

 

○中島博美、小松浩、小室徳宏 

（伊那家畜保健衛生所） 

 

要約要約要約要約    

 管内のヨーネ病発生 A 農場で、ヨーネ病患畜の乳汁および農場の敷料から抗酸菌

（Mycobacterium thermoresistible (M.t)）が分離された。当該農場は、乳房炎も多発して

おり乳質向上の観点から抗酸菌との関連を検討した。A 農場において、乾乳牛および乳房炎

牛の乳汁から抗酸菌の分離検査と、24 ヶ月齢以上の死亡牛の乳腺組織等から抗酸菌の分離

検査および病理組織学検査を実施した。結果、延べ 114 頭の乳汁から 35 頭(30.7%)で抗酸

菌（M.t, M.hassiacum（M.h）, M.chitae (M.ch)）が分離された。病理組織学検査では、多

核巨細胞や類上皮細胞の浸潤による肉芽腫が確認された。また、管内 49農場のバルク乳と、

管内の 2 農場（B および C 農場）の個体乳汁から抗酸菌の分離検査を実施した。結果、バ

ルク乳では、3/49 農場（6%）から抗酸菌を分離した。個体乳汁では、B 農場において乳房

炎由来乳汁 11/12 頭（91.7%）で M.t、C 農場においては搾乳牛由来乳汁 1/20 頭（5%）で

M.ch が分離された。今回、特定の農場の乳汁から高率に抗酸菌が分離され、乳房炎との関

連が示唆されたが、今後さらなる検討が必要と思われた。 

 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

 乳房炎由来の乳汁において、一般的な細

菌検査を実施して細菌が分離されない症例

が 20%程度あるといわれている

１）

。抗酸菌

は、マイコプラズマと同じように一般的な

細菌検査では分離されない。 

また、ヨーネ病検査におけるエライザ検

査で非特異反応に抗酸菌が関与していると

の報告もある
2)
。 

今回、管内のヨーネ病が多発した農場に

おいて、ヨーネ病患畜の乳汁と農場の敷料

から抗酸菌が分離されたことと、当該農場

では乳房炎が多発していたことから抗酸菌

と乳房炎の関連について検討した。 

 

 

材料材料材料材料    

バルク乳バルク乳バルク乳バルク乳：平成 24 年 6 月に管内 49 農場(49

検体)で採材 

個体乳個体乳個体乳個体乳：3 農場（A・B・C）（表１） 

①A 農場：検体は、分娩前 2 週間を目安と

した乾乳牛の分房乳 37 頭 128 検体と、

乳房炎などを含む搾乳牛の乳汁 77 頭 77

検体、計 114 頭 205 検体を用いた。 

②B 農場：検体は、乳房炎を呈した乳汁 12

頭 15 検体（分房乳および合乳）を用いた。 

③C 農場：搾乳牛の乳汁 20 頭 20 検体を用

いた。 

死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛：平成 23 年 12 月から平成 24 年 12

月までの 1 年間、A 農場で死亡した 24 ヶ月

齢以上の牛 12 頭中 9 頭の乳汁、乳腺組織、

乳房リンパ節などを用いた。 
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AAAA 及び及び及び及び BBBB 農場の農場の農場の農場のヨーネ病発生状況などヨーネ病発生状況などヨーネ病発生状況などヨーネ病発生状況など    

AAAA 農場農場農場農場：搾乳牛約 110 頭、戻し堆肥を用い

たフリーバーンで飼養している。平成 18 年

以降 37 頭のヨーネ病患畜を摘発した（菌分

離は 2 頭のみ）。平成 23 年以降の発生はみ

られていない。敷料やヨーネ病患畜の乳汁

から M.t が分離されている。また、乳房炎

の発生が多い農場である。 

BBBB 農場農場農場農場：搾乳牛約 80 頭、オガ屑を用いたフ

リーバーンで飼養している。平成 18 年に 3

頭のヨーネ病患畜を摘発した。以降の発生

はみられていない。ヨーネ菌の分離はなか

った。 

 

検査方法検査方法検査方法検査方法    

乳汁検査乳汁検査乳汁検査乳汁検査    

① 抗 酸 菌 分 離 検 査 ： ア ル カ リ 処 理

(4%NaOH)後、2%小川 PS 培地「ニッス

イ」へ 0.1ml 接種し、37℃好気培養した

（観察は 1 か月まで）。 

②一般細菌検査：常法のとおり実施した。 

死亡牛検査死亡牛検査死亡牛検査死亡牛検査    

①抗酸菌分離検査：乳汁検査と同様に実施

した。 

②病理組織学検査：常法によりパラフィン

包埋切片を作成後、ヘマトキシリン・エ

オジン染色、グラム染色及びチール・ネ

ルゼン染色を施し鏡検した。 

抗酸菌の同定抗酸菌の同定抗酸菌の同定抗酸菌の同定    

小川培地上のコロニーをクローニングし、

抗 酸 菌 染 色 後 、 InstaGeneMatrix 

(BIO-RAD)を用いて DNA を抽出し、制限

酵 素 （ BstE Ⅱ 、 Hae Ⅲ ） を 用 い た

hsp65PCR-RFLP の切断パターンによる菌

種の検索、また 16SrRNA の遺伝子解析に

より 99%以上の相同性を示した菌種を同定

と し た 。 な お 、 遺 伝 子 解 析 は 、

hsp65PCR-RFLP で同一菌種であった場合

は実施しなかった。 

 

検査結果検査結果検査結果検査結果    

 今回分離された抗酸菌（Mycobacterium

属菌）は、M.thermoresistibile （M.t）、

M.hassiacum（M.h）、M.chitae（M.ch）

の 3 菌種であった。これらは、非結核性抗

酸菌に分類され、土壌や河川水、海水など

の自然界に広く分布している 
4)
。 

 また、この M.t と M.h はヨーネ病検査に

おけるエライザ検査の非特異反応の原因菌

種として報告がある
2)3)

。 

バルク乳からの抗酸菌分離バルク乳からの抗酸菌分離バルク乳からの抗酸菌分離バルク乳からの抗酸菌分離    (表２) 

49 農場中 3 農場（6%）で抗酸菌が分離

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体乳汁からの抗酸菌分離個体乳汁からの抗酸菌分離個体乳汁からの抗酸菌分離個体乳汁からの抗酸菌分離    (表３) 

バルク乳から M.t が分離された A 農場で

（表１）３農場の概要 

農 

場 

ヨーネ病 

発生状況 

バルク乳由来 

抗酸菌分離 

飼養形態 敷料 

A 発生 有（M.t） ﾌﾘｰﾊﾞｰﾝ 戻し堆肥 

B 発生 有（M.t） ﾌﾘｰﾊﾞｰﾝ オガ屑 

C 非発生 無 ﾌﾘｰﾊﾞｰﾝ オガ屑 

 

表２ﾊﾞﾙｸ乳から抗酸菌が分離された３農場 

農場 

名 

分離 

菌種 

飼養 

形態 

敷料 ﾖｰﾈ病 

発生歴 

A M.t ﾌﾘｰﾊﾞｰﾝ 戻し堆肥 有 

B M.t ﾌﾘｰﾊﾞｰﾝ オガ屑 有 

D M 属菌* ﾀｲｽﾄｰﾙ なし 無 

*：M.t, M.h、M.ch 以外の Mycobacterium 属菌 
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は、乾乳や搾乳牛の乳汁 114 頭中 35 頭

（30.7%）で抗酸菌（Mt, M.h, Mch）が分

離された。 

同様にバルク乳から M.t が分離された B

農場では、乳房炎を呈した乳汁 12 頭中 11

頭（91.7%）で抗酸菌（M.t のみ）が分離さ

れた。 

バルク乳から抗酸菌の分離がなかった C

農場では、搾乳牛 20 頭中 1 頭（5%）で抗

酸菌（M.ch）が分離された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① A 農場の結果詳細（表４） 

 A 農場では、乾乳牛 37 頭中 22 頭(59.5%)

から抗酸菌が分離された。分離菌種は、M.t、

M.h、M.ch の 3 菌種であった。搾乳牛は 77

頭中 13 頭（16.9%）から抗酸菌が分離され

た。分離菌種は、M.t と M 属菌であった。

搾乳牛より乾乳牛の方が抗酸菌の分離率が

高かった。 

② B 農場の結果詳細（表５） 

 12頭(15検体)の乳房炎を呈した牛の乳汁

を用い、抗酸菌と一般細菌の分離検査を実

施したところ、11 頭（13 検体）（91.7%（検

体では 86.7%））から M.t が分離された。 

そのうち、一般細菌が分離されずに M.t

のみが分離された牛は、8 頭（9 検体）

（66.67%(検体では 60.0%)）だった。 

また、牛 No.⑪のように同一個体でも分

房により分離成績は異なっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死亡牛の検査死亡牛の検査死亡牛の検査死亡牛の検査（表６） 

 検査を実施した 9 頭のうち、3 頭の乳汁

や乳房リンパ節から抗酸菌（M.t, M.ch）が

分離され、それらの牛の乳腺組織や乳房リ

ンパ節で多核巨細胞や類上皮細胞の浸潤に

よる肉芽腫の形成が確認された。 

また、2 頭では、乳汁や乳房リンパ節か

ら抗酸菌は分離されたが、病理所見で著変

はみられなかった。 

さらに、4 頭では、乳汁やリンパ節から

の抗酸菌分離はされず、病理所見で著変も

みられなかった。 

なお、全ての検体でチール・ネルゼン染

色は陰性であった。 

 

表３ 個体乳汁からの抗酸菌分離 

• 検査対象：検査対象：検査対象：検査対象：3333農場農場農場農場

農場農場農場農場

名名名名

バルク由来バルク由来バルク由来バルク由来

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌****

抗酸菌分離抗酸菌分離抗酸菌分離抗酸菌分離

状況（菌種）状況（菌種）状況（菌種）状況（菌種）

検体検体検体検体 備考備考備考備考

AAAA M.tM.tM.tM.t

35/114 35/114 35/114 35/114 頭頭頭頭

(30.7 %)(30.7 %)(30.7 %)(30.7 %)

M.t,M.h,M.chM.t,M.h,M.chM.t,M.h,M.chM.t,M.h,M.ch

乾乳・搾乳牛乳汁乾乳・搾乳牛乳汁乾乳・搾乳牛乳汁乾乳・搾乳牛乳汁

114114114114頭頭頭頭205205205205検体検体検体検体

（分房・合乳）（分房・合乳）（分房・合乳）（分房・合乳）

死亡牛死亡牛死亡牛死亡牛

検査実施検査実施検査実施検査実施

BBBB M.tM.tM.tM.t

11/1211/1211/1211/12 頭頭頭頭

（（（（91.7%)91.7%)91.7%)91.7%)

M.tM.tM.tM.t

乳房炎乳汁乳房炎乳汁乳房炎乳汁乳房炎乳汁

12121212頭頭頭頭15151515検体検体検体検体

（分房・合乳）（分房・合乳）（分房・合乳）（分房・合乳）

CCCC 陰性陰性陰性陰性

1/20 1/20 1/20 1/20 頭頭頭頭

(5%)(5%)(5%)(5%)

M.chM.chM.chM.ch

搾乳牛乳汁搾乳牛乳汁搾乳牛乳汁搾乳牛乳汁

20202020頭頭頭頭20202020検体検体検体検体

（合乳）（合乳）（合乳）（合乳）

オガ屑、オガ屑、オガ屑、オガ屑、FBFBFBFB、、、、

ヨーネ病発生ヨーネ病発生ヨーネ病発生ヨーネ病発生

歴なし歴なし歴なし歴なし

表４ A 農場における乳汁中抗酸菌分離状況 

区分区分区分区分 検体検体検体検体

検体数検体数検体数検体数

（実頭数）（実頭数）（実頭数）（実頭数）

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

分離数分離数分離数分離数

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

分離率分離率分離率分離率

分離分離分離分離

菌種菌種菌種菌種****

乾乳乾乳乾乳乾乳 分房乳分房乳分房乳分房乳 37373737頭頭頭頭（（（（37373737）））） 22222222頭頭頭頭

59.5 %59.5 %59.5 %59.5 %

M.t(25M.t(25M.t(25M.t(25））））

M.hM.hM.hM.h(3)(3)(3)(3)

M.ch(3)M.ch(3)M.ch(3)M.ch(3)

分房分房分房分房 128128128128検体検体検体検体 31313131検体検体検体検体 24.2 %24.2 %24.2 %24.2 %

搾乳搾乳搾乳搾乳 合乳合乳合乳合乳 77777777頭頭頭頭 （（（（61616161）））） 13131313頭頭頭頭 (12(12(12(12）））） 16.9 %16.9 %16.9 %16.9 %

M.t(12)M.t(12)M.t(12)M.t(12)

MMMM属菌属菌属菌属菌(1)(1)(1)(1)********

合計合計合計合計 114114114114頭頭頭頭（（（（90909090）））） 35353535頭頭頭頭（（（（32323232）））） 30.7 %30.7 %30.7 %30.7 %

205205205205検体検体検体検体 44444444検体検体検体検体 21.5 %21.5 %21.5 %21.5 %

*：（）内は検体数：（）内は検体数：（）内は検体数：（）内は検体数

**：現在同定中：現在同定中：現在同定中：現在同定中

表５ B 農場での乳房炎乳汁からの抗酸菌分離状況 

検体検体検体検体No.No.No.No. 牛牛牛牛 抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

菌種菌種菌種菌種

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

ｺﾛﾆｰ数ｺﾛﾆｰ数ｺﾛﾆｰ数ｺﾛﾆｰ数

SCCSCCSCCSCC

千千千千/ml/ml/ml/ml

生菌数生菌数生菌数生菌数

cfucfucfucfu/ml/ml/ml/ml

一般細菌一般細菌一般細菌一般細菌

分離菌種分離菌種分離菌種分離菌種

分離部位分離部位分離部位分離部位

1111 ①①①① M.tM.tM.tM.t 3333 47474747 0000 左後左後左後左後

2222 ②②②② M.tM.tM.tM.t 1111 18181818 0000 右後右後右後右後

3333 ③③③③ M.tM.tM.tM.t 1111 3,7483,7483,7483,748 0000 両後両後両後両後

4444 ④④④④ 0000 43434343 0000 右後・左前後右後・左前後右後・左前後右後・左前後

5555 ⑤⑤⑤⑤
M.tM.tM.tM.t 8888 122122122122 1,2001,2001,2001,200 CNSCNSCNSCNS、、、、OSOSOSOS 4444分房合乳分房合乳分房合乳分房合乳

6666 ⑥⑥⑥⑥ M.tM.tM.tM.t 1111 52525252 400400400400 CNSCNSCNSCNS 右前・左前後右前・左前後右前・左前後右前・左前後

7777 ⑦⑦⑦⑦ M.tM.tM.tM.t 2222 4,0654,0654,0654,065 0000 右前後右前後右前後右前後

8888 ⑧⑧⑧⑧ M.tM.tM.tM.t 16161616 178178178178 0000 4444分房合乳分房合乳分房合乳分房合乳

9999 ⑨⑨⑨⑨ M.tM.tM.tM.t 1111 58585858 0000 左後左後左後左後

10101010 ⑩⑩⑩⑩
M.tM.tM.tM.t 21212121 1,2031,2031,2031,203 0000 ４分房合乳４分房合乳４分房合乳４分房合乳

11111111 ⑪⑪⑪⑪ M.tM.tM.tM.t 38383838 130130130130 2,8002,8002,8002,800 ECECECEC**** 右前右前右前右前

12121212 M.tM.tM.tM.t 1111 16161616 0000 右後右後右後右後

13131313 M.tM.tM.tM.t 48484848 582582582582 0000 左前左前左前左前

14141414 0000 2,9482,9482,9482,948 0000 左後左後左後左後

15151515 ⑫⑫⑫⑫ M.tM.tM.tM.t 1111 1,4541,4541,4541,454 1,0001,0001,0001,000 CNSCNSCNSCNS 右前後・左後右前後・左後右前後・左後右前後・左後

*EC：大腸菌
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死亡牛 No.2（抗酸菌の分離と肉芽腫形成

の見られた牛）の病理所見は、左乳房の外

貌に腫脹が見られ、割面では暗赤色を呈し

硬結が確認された。ホルマリン固定後では

巣状性に充出血が散見された（図１）。乳腺

の弱拡大では多核巨細胞や類上皮細胞の浸

潤による肉芽腫形成が比較的多く確認され

た。（図２ 対照として死亡牛 No,7 のほぼ

正常と思われる乳腺組織を併載）。乳腺の肉

芽腫が確認された同部位におけるグラム染

色では、グラム陽性桿菌が確認されたが、

チール・ネルゼン染色は陰性であった(図３)。

肉芽腫形成のみられなかった部位では、好

中球やリンパ球が浸潤した化膿性病変がみ

られた（図４）。乳房リンパ節において、ま

れに肉芽腫形成が確認されたが、グラム染

色で菌体は確認できず、チール・ネルゼン

染色では陰性であった（図５）。 

 

考察考察考察考察    

 乳房炎乳汁の細菌検査で「菌分離陰性」

と判定される症例は多い。近年、乳房炎起

因菌の中でも注目されているマイコプラズ

マと同じように抗酸菌も通常の細菌検査で

は分離ができない。 

 今回、ヨーネ病が多発した A 農場で敷料

やヨーネ病患畜の乳汁から M.t が分離され

たこと、当該農場では乳房炎も多発してい

たことなどから、乳房炎と抗酸菌の関連を

検討した。 

 管内49農場のバルク乳で3農場から抗酸

菌が分離され、M.t が２農場で分離された。

１つは、ヨーネ病多発の A 農場であり、も

う１つのB農場もA農場の初発と同時期に

ヨーネ病の発生があった。両農場とも飼養

形態はフリーバーンであった。この M.t は

ヨーネ病のエライザ検査において非特異反

応を起こす可能性のある菌種として報告が

ある
2)､3)

。A 農場におけるヨーネ病の発生は、

摘発された 37 頭中、菌分離された牛が 2

頭いたが、発生状況などからその多くは非

特異反応による事例と推察される。なお、B

農場では 3 頭の摘発であったが、ヨーネ菌

の分離はなかった。 

 A 農場の個体乳汁由来の抗酸菌分離成績

については、延べ 114 頭中 35 頭（30.7%）

で抗酸菌が分離された。その内訳は、乾乳

牛で 37 頭中 22 頭（59.5%）から、搾乳牛

では、77 頭中 13 頭（16.9%）からであっ

た。搾乳牛に比べて乾乳牛で高率に抗酸菌

が分離されことについては、「搾乳」という

日々の乳汁の排出のない乾乳牛では、乳房

内に一度侵入した抗酸菌がそのまま乳房内

に留まるためと推察された。このことは、

農場での抗酸菌の浸潤状況を調査する際に

は検査対象を乾乳牛にすると効率よく保菌

牛を摘発できるものと考えられた。 

分離菌種については、M.t が 37 頭、M.h

が 3 頭、M.ch が 3 頭であり、8 割以上が

M.t であった。A 農場でヨーネ病発生時に

環境中から分離された抗酸菌は M.t であっ

たが、抗酸菌は環境中に常在しているため

M.h や M.ch もその比率は少なくても A 農

表６ A 農場の死亡牛検査成績 

細菌検査細菌検査細菌検査細菌検査 病理検査病理検査病理検査病理検査 備考備考備考備考

No.No.No.No.

乳汁乳汁乳汁乳汁

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

ﾘﾝﾊﾟ節ﾘﾝﾊﾟ節ﾘﾝﾊﾟ節ﾘﾝﾊﾟ節

抗酸菌抗酸菌抗酸菌抗酸菌

乳腺乳腺乳腺乳腺 乳房ﾘﾝﾊﾟ節乳房ﾘﾝﾊﾟ節乳房ﾘﾝﾊﾟ節乳房ﾘﾝﾊﾟ節

ﾁｰﾙ･ﾁｰﾙ･ﾁｰﾙ･ﾁｰﾙ･

ﾈﾙｾﾞﾝﾈﾙｾﾞﾝﾈﾙｾﾞﾝﾈﾙｾﾞﾝ

染色染色染色染色

乳汁乳汁乳汁乳汁

一般細菌一般細菌一般細菌一般細菌****

1111 M.tM.tM.tM.t 陰性陰性陰性陰性 肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成 化膿性病変化膿性病変化膿性病変化膿性病変 －－－－ StrepStrepStrepStrep

2222 M.tM.tM.tM.t M.tM.tM.tM.t 肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成 肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成 －－－－ CoryCoryCoryCory

3333 M.M.M.M.ｔｔｔｔ､､､､M.chM.chM.chM.ch 陰性陰性陰性陰性 肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成肉芽腫形成 化膿性病変化膿性病変化膿性病変化膿性病変 －－－－ OSOSOSOS

4444 M.tM.tM.tM.t 陰性陰性陰性陰性 著変なし著変なし著変なし著変なし 著変なし著変なし著変なし著変なし －－－－ NTNTNTNT

5555 M.tM.tM.tM.t 陰性陰性陰性陰性 著変なし著変なし著変なし著変なし 著変なし著変なし著変なし著変なし －－－－ CoryCoryCoryCory

6666 陰性陰性陰性陰性 陰性陰性陰性陰性 著変なし著変なし著変なし著変なし 著変なし著変なし著変なし著変なし －－－－ CNSCNSCNSCNS

7777 陰性陰性陰性陰性 陰性陰性陰性陰性 著変なし著変なし著変なし著変なし 著変なし著変なし著変なし著変なし －－－－ NTNTNTNT

8888 陰性陰性陰性陰性 陰性陰性陰性陰性 化膿性病変化膿性病変化膿性病変化膿性病変 著変なし著変なし著変なし著変なし －－－－ OSOSOSOS､､､､ApyApyApyApy

9999 陰性陰性陰性陰性 陰性陰性陰性陰性 著変なし著変なし著変なし著変なし 化膿性病変化膿性病変化膿性病変化膿性病変 －－－－ NTNTNTNT

*NT:検査未実施、CNS:ｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ陰性ﾌﾞﾄﾞｳ球菌、OS：ﾚﾝｻ球菌、

Cory:ｺﾘﾈﾊﾞｸﾃﾘｳﾑ属菌、Apy:ｱﾙｶﾉﾊﾞｸﾃﾘｳﾑ･ﾋﾟｵｹﾞﾈｽ
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場の敷料には常在していると考えられた。

また、乾乳牛など乳房炎の症状が見られな

い牛からも抗酸菌は分離されていることか

ら抗酸菌は日和見感染菌と思われた。 

 また、矢部らは、M.t や M.h は 60 度の

加温では菌が生育し、特に M.t を死滅する

ためには 70 度 60 分以上の加温が必要で、

冬期に発酵温度が７０度を下回る場合は、

堆肥発酵熱では死滅しないと報告している

2)
。A 農場では、戻し堆肥を敷料として使用

しており、特に冬季には、発酵温度が 70 度

を下回る可能性が高く、M.t や M.h が常に

敷料中に混在した状態であったと推察され

た。 

A 農場は、乳房炎対策の一つとして 1 年

数か月前より牛床への石灰散布を１日１回

開始した。小沼らは、抗酸菌の消毒方法と

して消石灰は感作 1 日後から効果が確認で

きたと報告している
5)
。石灰散布が M.t や

M.h に直接的に効果があったかは不明であ

るが、A 農場では乳房炎は減少している。 

 B 農場の個体乳汁由来の抗酸菌分離成績

については、乳房炎を呈した 12 頭 15 検体

中 11 頭 13 検体（91.7%（検体として 86.7%））

で分離され、その菌種は全て M.t であった。

また、B 農場においては、抗酸菌の分離検

査と同時に一般細菌検査も実施しており、

一般細菌が分離されず M.t のみが分離は、8

頭 9 検体（66.7%（検体として 60%））であ

った。 

抗酸菌による乳房炎は、海外においては

M.chelonei や M,smegmatis による事例、

国内では矢部らの M.t による事例の報告は

あるが、その数は少ない。B 農場において

は、乳房炎を呈しており、矢部らの報告と

同様に M.t のみ分離された牛は、M.t によ

る乳房炎と推察された。なお、B 農場へは、

敷料に用いるオガ屑に消石灰を混ぜてから

散布することを提案した。 

A 農場において、病理組織検査を実施し

た 9 頭中 3 頭で抗酸菌の分離と病理組織検

査で多核巨細胞や類上皮細胞の浸潤による

肉芽腫の形成が確認された。肉芽腫の形成

は炎症性反応の一つであり、この所見のみ

で抗酸菌の関与を決定付けるものではない。

また、すべての検体でチール・ネルゼン染

色は陰性であった。しかし、菌量や菌体の

染色性などによっては陰性になることもあ

る。分離状況などから M.t が乳房炎に関与

していると示唆されるが、今後のさらなる

検討が必要と思われた。 
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図 1 死亡牛 No.2 乳腺の外貌と割面 

乳腺 No.2No.2No.2No.2No.7No.7No.7No.7

【弱拡大】

ＨＥ染色

多核巨細胞

類上皮細胞

肉芽腫

ほぼ正常

図 2 乳腺 肉芽腫形成 
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図 3 乳腺の肉芽腫における各染色 
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図 4 乳腺の化膿性病変 
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図 5 乳房リンパ節の肉芽腫における各染色 
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